
高岡市国土強靭化地域計画（改定案）に対する意見募集の結果【防災会議委員】 

 

１ 提出された意見の件数 

  ２名 ６件 

 

２ 主な意見の概要と市の考え方 

  ・４件は、ご意見のとおり修正 

  ・２件は、既に計画に盛り込み済みの方針等に基づき具体の取組を実施 

 

 

№ 意見の概要 市の考え方 該当箇所 

１ 高岡市は、広域で浸水被害が

想定されており、想定浸水区域

内に行政・防災機能を有する市

施設が多くあることから、それ

らの機能を確保するため「耐水

化」に関する記載が必要ではな

いか。 

〇ご意見を踏まえ修正 

 ご指摘のとおり、市施設の浸水対策が

必要。 

行政機能分野の脆弱性に、「施設利用

者等の安全確保や施設の機能保持のた

めの市有施設の浸水対策が必要である」

を追記。 

 

行政機能分野の推進方針に、「浸水対

策」を追記。 
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２ 災害時の道路ネットワーク

確保や道路利用者の被害防止

のため、広域道路ネットワーク

の整備促進やそれらを補完す

る道路の整備、施設の老朽化対

策とあわせて、アンダーパス構

造施設の浸水対策が必要では

ないか。 

○既に計画に盛り込み済みの方針等に

基づき具体の取組を実施 

 ご指摘のとおり、道路アンダーパスの

浸水対策が必要。 

 市街地等においてソフト・ハード両面

から浸水対策に取り組むこととしてお

り、アンダーパスについても予防的通行

止め（バリケードでの通行止め）等の取

組を進める。 
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№ 意見の概要 市の考え方 該当箇所 

３ 「電柱の倒壊による道路の

封鎖や情報通信ネットワーク

の遮断を回避するための無電

柱化の推進が必要」とあるが、

「再生可能エネルギーの活用

を含めた非常発電設備等の整

備（地域防災計画にある表現）」

についても記載が必要ではな

いか。 

無電柱化は、地震による地盤

変化等により、電力・通信の復

旧に時間が掛かる側面もある。

（参考意見） 

○ご意見を踏まえ修正 

 ご指摘のとおり、非常発電設備の整備

が必要。 

 都市機能・インフラ分野の脆弱性に、

「インフラの機能停止等を回避するた

めの再生可能エネルギーの活用を含め

た非常発電設備の整備」を追記。 

 

 

 

本文 P.12 

第５章 

5.4 

(1) 

1-① 

本文 P.17 

(3) 

3-② 

 

４ 避難所等における非常用電

源の確保に関する脆弱性や推

進方針の記載が必要ではない

か。 

○ご意見を踏まえ修正 

 ご指摘のとおり、避難所等における非

常用電源の確保が必要。 

 生活環境分野の脆弱性に、「避難所等

における再生可能エネルギーの活用を

含めた非常発電設備の整備等が必要」を

追記。 

 

 生活環境分野の推進方針に、「停電時

に備えて再生可能エネルギーの活用を

含めた非常発電設備等の整備」を追記 
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５ 「電力・通信会社との協力・

連携体制の構築が必要」とある

が、全く構築されていないわけ

ではないので、「強化」としては

どうか。 

○ご意見を踏まえ修正 

 ご指摘のとおり、既に連携しているこ

とから「強化」に修正。 
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№ 意見の概要 市の考え方 該当箇所 

６ 行政機能の項においてのみ、

「再生可能エネルギーの活用

や環境に配慮した公共事業の

推進による環境負荷の低減が

必要」とあるが、消防施設や医

療施設においても必要ではな

いか。 

○既に計画に盛り込み済みの方針等に

基づき具体の取組を実施 

 ご指摘のとおり、消防施設や医療施設

においても必要な観点。 

 消防や医療などの分野も含めて行政

全体の施策として進めるものであるこ

とから、行政機能の項においてのみ記

載。具体の取組は各分野において進め

る。 
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